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研究成果の概要（和文）：カプシノイドは、トウガラシ果実に含まれる低辛味カプサイシノイド類似物質であ
る。カプシノイドは低辛味ながら健康機能作用があり、食品への利用が期待されている。本実験では、その含量
を増加させる遺伝子を同定することを目的とした。
研究の結果、含量を増加させるpAMT(putative aminotrasferase)の新規変異アレルを同定した。さらに、激辛品
種と他品種を比較し、果皮での生合成が果実全体のカプサイシノイドや類似物質含量の増加に寄与すること、複
数の生合成経路遺伝子が激辛品種の果皮でのみ強発現していることを明らかにした。本研究結果は、辛味やカプ
シノイドに関する育種に有用であると考えらえる。

研究成果の概要（英文）：Capsinoids are low-pungent capsaicinoid analogues in chili pepper fruits. 
They exhibit health-promoting properties in humans similar to capsaicinoids, but do not cause a 
nasty burning sensation, encouraging their application in foods. The aim of this study was to 
identify genetic factors to increase capsinoid in Capsicum. 
In this study, we identified novel mutant alleles of putative aminotransferase (pAMT) to enhance 
capsinoid biosynthesis. In addition, we compared an extremely pungent cultivar with other cultivars 
of different pungency levels.  The results indicated that the capsaicinoid biosynthesis in the 
pericarp contributes to the higher capsaicinoid and its analogs concentrations in fruits, and 
multiple capsaicinoid biosynthetic genes were strongly expressed exclusively in the  pericarp of  
the extremely pungent cultivar.  The results will be useful for pungency and capsinoid breeding.

研究分野：野菜園芸学

キーワード： トウガラシ　カプサイシン　カプシノイド
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１．研究開始当初の背景
 トウガラシの辛味成分カプサイシノイド
には脂肪代謝促進作用など様々な健康機能
性があることが知られている
Aza-Gonza´lez et al, 
etc)。しかし、カプサイシノイドには激しい
辛味があるために、多量に摂取することがで
きない。近年、我々の研究グループはカプサ
イシノイドと構造
てカプシノイドを発見した
J.Agric.Food Chem. 1998)
低辛味（
プサイシノイドと同様の生理作用を示すト
ウガラシの新規機能性成分として注目され
ている（
2010）。
 これまで
ノイド生合成経路遺伝子である
Aminotransferase
損により、カプサイシノイド
合成経路のスイッチングが起こることを明
らかにした（
Tanaka 
pAMT
告されているが、その多様性は十分に明らか
になっていない。また
損系統を比較すると、系統間でカプシノイド
含量に
このことは、カプシノイド含量は
の因子によっても制御されていることを示
唆している。カプシノイド高含有系統を効率
的に育種するには
明らかにする必要がある。
 
２．研究の目的
 我々
成分カプサイシノイドおよび低辛味類似成
分の含量を評価してきた。その過程で、低辛
味成分を傑出して高含量で含むユニークな
系統を見出している。本研究課題では、
ら高含量系統を解析し、辛
低辛味類似物質の生合成機構の解明を目的
とし、成分育種法の確立を目指した
 
３．研
(1) 新規の変異型
① 新規の
 機能欠損型
低辛味化を同時に引き
ガラシの成分育種上重要な遺伝子と考えら
れる。
遺伝子を解析し
した。
 植物体は
後約
セトンで成分を抽出した後
辛味成分カプサイシノイドと低辛味成分カ
プシノイド含量を測定した
ム配列と
ドハバネロ
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